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定着を個人のキャリア形成とアイデンティティから考える
出典：リクルートマネジメントソリューションズ コラム
「活躍する若手・中堅社員の離職を考えるーその理論的枠組
み 執筆者：仁田光彦」
https://www.recruit-ms.co.jp/issue/feature/0000000720/

活躍する若手・中堅社員の離職は図表1【確立期（後期）】に当たる

キャリア発達は一律な段階的成長というよりも、図表2のようにラセン
を描きながら成長→再探索→再確立を繰り返しながらアイデンティティ
を発達させている。

経済環境、社会環境などの環境変化を受け転職に対する社会通念も変化
してきている。

図表3にあるように伝統的キャリアからプロティアンキャリアへと個人
のキャリアに対する価値観が変化してきていると考えられる。

組織内で昇進昇格や成長機会に恵まれず、マンネリ感を感じていると、
転職へのインセンティブが高まる
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定着を3つの視点から考える

個人のキャリア形成 組織社会化 組織コミットメント

内容

〇社会に出てからの、なりた
い自分を描き、自分で設定し
たキャリアプランに沿って、
必要なスキルを磨いたり、必
要な経験を積み上げる過程

〇組織への参入者が組織の一員
となるために、組織の規範・価
値・行動様式を受け入れ、職務
遂行に必要な技能を習得し、組
織に適応していく過程

〇規範的要素：社員としての義
務、責任、忠誠心
〇功利的要素：メリット、デメ
リットの比較
〇情緒的要素：好き嫌い

定着
との
関連

〇個人のキャリア形成のニー
ズが社内の職務経験で満たさ
れる場合は定着率が高まる

〇日常業務において、縦・横・
斜めの人間関係を通じて技能習
得、組織風土を受け入れていく
と定着率が高まる

〇経済・社会環境の変化を受け
て、個人の価値観、キャリア形
成や仕事観と照らし、組織コ
ミットメントが高ければ定着率
は高まる

人事
施策例

・キャリア形成研修
・キャリアカウンセリング
・オープンチャレンジ制度
・外部研修、資格取得推進
・社内起業制度

・入社時導入研修制度
・階層別研修制度
・OJT ・技能研修
・部門ローテーション研修
・メンター制度

・企業ブランドの強化
・人事評価制度の透明化
・給与、賞与、福利厚生の充実
・同左

Copyright © Team8コンサルティング All Rights Reserved. 



参考資料
・組織意思決定循環プロセスと感情との関係

・モチベーションのメカニズム
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組織意思決定循環プロセスと感情との関係
「世界標準の経営理論（ダイヤモンド社 入山章栄著 2019年12月）」を参考に作成

Copyright © Team8コンサルティング All Rights Reserved. 



行動への
コミットメント

自己効力感

成果
見返り

ゴール設定

期待する
成果と見返り

予測

生理的状態

代理経験 社会的説得

職務
特性
理論

ニーズ
価値観
個性

フィードバック

フィードバック

モチベーションのメカニズム
「世界標準の経営理論（ダイヤモンド社 入山章栄著 2019年12月）」を参考に作成
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